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≪市 勢≫ 

 

１ あらまし 

 宝塚市は兵庫県の南東部に所在する都市で、

地理的には大阪平野の北西角に位置し、大阪・

神戸に近接した交通至便な土地にあります。 

まちの南側に広がる平野部の向こうには、遠

くに大阪湾が望まれます。西は六甲山系、北は

長尾山系の山々に囲まれており、市街地の中心

部を武庫川が流れる緑ゆたかな住宅都市です。 

 

市制施行は、昭和２９年（1954年）４月１日。

当時の人口は４０，５７９人でした。 

武庫川を挟んで向かい合っていた２つの町

と村、武庫郡良元村と川辺郡宝塚町が合併し宝

塚市は誕生しました。 

さらに、翌３０年（1955年）には、隣接する

長尾村と西谷村を合併して、現在の市域がほぼ

できあがりました。 

 

宝ものがいっぱい詰まった「宝塚」。 

そんな非常に縁起の良い地名は、古くは元禄時代の地誌『摂陽群談』（1701年）にも記されています。 

この名前が広く世に知られるようになったのは、明治時代に武庫川の近くで発見された温泉に「宝塚

温泉」と名前が付けられた頃からのことです。 

さらには、明治４３年（1910年）、大阪から宝塚まで、現在の阪急電鉄（箕面有馬電気軌道）が開通。

その乗客誘致のために開発された遊園地の中で、大正３年（1914年）に少女歌劇が初めて公演され、 

それが、今の「宝塚歌劇」へと発展してきました。 

このように、明治以降は歌劇と湯の町として発展してきた宝塚ですが、市制施行後は、戦後の高度経

済成長の波に乗って人口が急増し、住宅都市としての側面が強くなってきました。 

 

 おしゃれでモダンな都市というイメージが強い宝塚市でありますが、このあたり一帯は温暖な気候に

恵まれ、古くから人々が暮らした土地でもあります。 

聖徳太子が建立したと伝えられる「中山寺」、平安時代に創建された「清荒神清澄寺」など、歴史あ

る寺社仏閣も広く知られています。 

また、市内東部にある「山本地区」は千年の歴史を誇る植木の産地であり、園芸史上、画期的とされ

る「接ぎ木」の技術を開発した土地と言われています。 

このほか、市域の南端にはＪＲＡ日本中央競馬会が運営する阪神競馬場があり、山麓部には８か所の

ゴルフ場が点在するなど、大都市近郊のレクリエーション都市といった側面も有しています。 

 

 

宝塚市 
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２ 人口・面積（令和５年４月１日現在） 

推計人口 

男 １０２，０２４人 

女  １２０，９０９人 

計 ２２２，９３３人 

世帯数 ９６，５１４世帯 

人口密度 ２，１８８人/k㎡ 

産業別就業人口 

（令和２年国勢調査） 

第１次産業 ８１４人 （ ０．９％） 

第２次産業 １７，０３１人 （１８．０％） 

第３次産業 ７３，８９８人 （７７．９％） 

分類不能 ３，１１５人 （ ３．２％） 

計 ９４，８５８人 

市域面積 １０１．８９k㎡ 

 

３ 市長 

 山﨑 晴恵（令和３年４月１９日就任） 

 

４ 姉妹都市・友好都市 

 島根県松江市 

 オーガスタ・リッチモンド郡（アメリカ合衆国） 

 ウィーン市第９区（オーストリア共和国） 

 

５ 市のシンボル 

 市の花  スミレ、ダリア 

 市の木  サザンカ、ヤマボウシ 

 市の鳥  ウグイス、セグロセキレイ 

 

６ 名誉市民など 

 ＜名誉市民＞  小林 一三  平塚 嘉右ヱ門  小野 兵一  春日野 八千代  手塚 治虫 

＜特別名誉市民＞  坂上頼泰公（木接太夫） 

＜国際友好名誉市民＞  ボブ・ヤング（元オーガスタ市長） 

＜市民栄誉賞＞  宝塚歌劇団 

 

７ 宝塚市大使 

河内 厚郎  木村 佳友  榊原 史子   笑福亭 呂鶴  田辺 眞人   程 一彦 

 手塚 眞   寺内 健   中辻 悦子   間 寛平    榛名 由梨   細川 貂々 

前川 裕美  南 里沙   村田 由香里  元永 定正   やすみ りえ  吉田 輝 

 吉田 義男 

 

８ 宝塚市観光大使 

 リボンの騎士「サファイア」 
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９ 財政 

 (1) 各会計別予算 

区      分 令和５年度（千円） 令和４年度（千円） 
対前年度比

(％) 

一 般 会 計 88,400,000 83,441,000 105.9 

特  

別  

会  

計 

国 民 健 康 保 険 事 業 費 22,629,300 21,543,700 105.0 

国民健康保険診療施設費 159,500 117,400 135.9 

介 護 保 険 事 業 費 23,599,800 22,626,600 104.3 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 費 4,808,800 4,524,900 106.3 

財 産 区 （ ９ 会 計 ） 128,111 83,566 153.3 

宝 塚 市 営 霊 園 事 業 費 228,468 1,937,117 11.8 

特別会計 合計 51,553,979 50,833,283 101.4 

企 

業 
 

会 

計 

水 道 事 業 9,331,739 10,066,091 92.7 

病 院 事 業 15,937,725 16,215,772 98.3 

下 水 道 事 業 7,361,884 7,937,429 92.7 

企業会計 合計 32,631,348 34,219,292 95.4 

全 会 計   合 計 172,585,327 168,493,575 102.4 
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 (2) 一般会計の内訳（令和５年度当初予算） 

 (3) 市税概要（令和５年度当初予算） 

区  分 予算額(千円) 構成比(%) 区  分 予算額(千円) 構成比(%) 

市 民 税 18,423,556  50.6 市 た ば こ 税 903,855   2.5 

うち個人 17,343,257  47.6 入 湯 税 14,988   0.0 

うち法人 1,080,299   3.0 都 市 計 画 税 3,187,185   8.7 

固定資産税 13,658,796  37.5     

軽自動車税 269,643   0.7 合   計  36,458,023  100.0 

 (4) 令和３年度決算状況 

歳 入 総 額 93,911,813 千円  実 質 収 支 比 率 4.9 ％ 

歳 出 総 額 91,020,766 千円  実 質 公 債 費 比 率 4.1 ％ 

歳 入 歳 出 差 引 額 2,891,047 千円  積 立 金 現 在 高 12,824,459 千円  

実 質 収 支 2,383,362 千円  市 債 現 在 高 71,898,982 千円  

単 年 度 収 支  870,836 千円  経 常 収 支 比 率 92.1 ％ 

実 質 単 年 度 収 支 1,628,630 千円  財 政 力 指 数 0.863 

 

歳     入 歳     出 

款 予算額(千円) 構成比(%) 款 予算額(千円) 構成比(%) 

市 税 36,458,023  41.2 A議 会 費 E 534,891   0.6 

地 方 譲 与 税 414,816   0.5 A総 務 費 E 8,939,755  10.1 

利 子 割 交 付 金 21,000   0.0 A民 生 費 E 39,265,488  44.4 

配 当 割 交 付 金 379,000   0.4 A衛 生 費 E 10,887,245  12.3 

株式等譲渡所得割交付金 505,000   0.6 A労 働 費 E 70,202   0.1 

法 人 事 業 税 交 付 金 270,000  0.3 農 林 業 費 E 239,503  0.3 

地 方 消 費 税 交 付 金  5,066,000   5.7 A商 工 費 E 369,571   0.4 

ゴルフ場利用税交付金 215,000   0.3 A土 木 費 E 7,006,063   7.9 

環 境 性 能 割 交 付 金 64,000  0.1 A消 防 費 E 2,572,308   2.9 

国有提供施設等所在  
22,000   0.0 

教 育 費 E 10,131,102 11.5 

 市町村助成交付金 A災害復旧費 E 1   0.0 

地 方 特 例 交 付 金 225,000   0.3 A公 債 費 E 8,119,972   9.2 

地 方 交 付 税 6,223,000   7.0 A諸 支 出 金 E 163,899   0.2 

交通安全対策特別交付金 30,000   0.0 A予 備 費 E 100,000   0.1 

分 担 金 ・ 負 担 金 752,082   0.9    

使 用 料 ・ 手 数 料 2,044,440   2.3    

国 庫 支 出 金 16,210,614  18.3    

県 支 出 金 6,206,987   7.0    

財 産 収 入 404,555   0.5    

寄 附 金 822,961   0.9    

繰 入 金 2,837,623   3.2    

繰 越 金  1   0.0    

諸 収 入 1,727,398   2.0    

市 債 7,500,500   8.5    

合  計  88,400,000  100.0 合  計 88,400,000  100.0 
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≪議会の概要≫ 

 

１ 市議会基本条例 

平成２３年４月１日施行 

 

２ 議員 

 ・条例定数 ２６人  現員数 ２６人 

 ・任期   令和５年４月３０日～令和９年４月２９日 

 ・定数条例 平成１４年９月２７日条例制定時 ３０人 

平成１８年２月１５日条例改正  ２６人に変更 

 

３ 議会構成 

 議長    冨川 晃太郎 （就任：令和５年５月１８日） 

 副議長   梶川 みさお （就任：令和５年５月１８日） 

 監査委員  村松 あんな （就任：令和５年５月１８日） 

（議会選出） 

 

４ 党・会派別議員数（令和５年５月１８日現在） 

 党 派 

会 派 

自由民

主党 

日本維

新の会 
公明党 

社会民

主党 

日本共

産党 

立憲民

主党 
参政党 無所属 計 

たからづか真政会 ５       １ ６ 

日本維新の会宝塚市議団  ５       ５ 

公明党議員団   ４      ４ 

市民ネット宝塚      １  ２ ３ 

ともに生きる市民の会    ２  １   ３ 

日本共産党宝塚市会議員団     ２    ２ 

会派に属さない議員       １ ２ ３ 

計 ５ ５ ４ ２ ２ ２ １ ５ ２６ 

 

５ 委員会等 

 (1) 常任委員会 

名  称 定数 所 管 事 項 

総 務 

常 任 委 員 会 
８人 

企画経営部、総務部及び会計課の所管に関する事項並びに他の委員会の

所管に属さない事項 

文 教 生 活 

常 任 委 員 会 
９人 

市民交流部、健康福祉部、子ども未来部、市立病院及び教育委員会の所

管に関する事項 

産 業 建 設 

常 任 委 員 会 
８人 

都市安全部、都市整備部、環境部、産業文化部、消防本部、上下水道局

及び農業委員会の所管に関する事項 

※ 平成２５年９月６日条例改正により、議長は常任委員にならないものとした。 
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(2) 特別委員会 

 （令和５年５月１８日現在） 設置なし 

 

 (3) 議会運営委員会 

 平成５年７月１３日に条例化している。申し合わせにより、所属議員３人以上の会派から１人、

以後、所属議員が３人増すごとに１人を選出。 

 ・定数 ８人以内  現員数 ６人 

 ・任期 １年 

 

(4) 協議又は調整を行うための場 

名  称 目    的 構成員 

議員総会 市政に関する事項について協議し、及び議会の組織及

び運営に関する事項について協議し、又は調整するこ

と。 

全議員 

会派代表者会 会派間の意見、その他議会運営全般にわたり必要があ

ると認める事項について協議し、又は調整すること。 

議長、副議長及び

会派代表者 

議会改革検討委員会 議会改革の取り組みを検証し、及び継続させること。 議長、副議長及び

会派から選出され

た議員 

広報広聴委員会 議会広報活動及び市民への広聴活動を行うこと。 会派から選出され

た議員 

常任委員長会議 常任委員会の開催について協議し、又は調整すること。 議長、常任委員長 

正副委員長会議 各委員会の運営について協議し、又は調整すること。 各委員会の正副委

員長 

議員研修会 議会運営上の協議、又は研修を行うこと。 全議員 

常任委員協議会 議案の審査又は委員会運営上必要と認める事項につい

て協議し、又は調整すること。 

各常任委員 

 

６ 活動状況（令和４年１月～令和４年１２月） 

 (1) 本会議 

 定例会 回数４回 会期１６２日 本会議日数２５日 

 (2) 委員会 

 開催日数  議会運営委員会    １９日 

総務常任委員会    １４日 

 文教生活常任委員会  １２日 

 産業建設常任委員会  １４日 

 予算特別委員会     ５日 

 決算特別委員会     ７日 

 行財政経営に関する調査特別委員会     ５日 

 議員定数の在り方に関する調査特別委員会 １２日 
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 (3) 協議又は調整を行うための場（主なもの） 

 開催日数  議員総会       ５日 

会派代表者会    １６日 

議会改革検討委員会  ２日 

広報広聴委員会   １６日 

 

７ 議員報酬等（月額） 

 議 長   ７０２，４００円 

 副議長   ６３１，１００円 

 議 員   ５７９，４００円 

 市 長   ９６５，１００円 

 副市長   ８１９，４００円 

 教育長   ７２０，１００円 

※ 議員の会議出席にかかる費用弁償は支給していない。 

 

・議長、副議長、議員……「宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例」 

・市長、副市長、教育長……………「宝塚市特別職の職員の給与に関する条例」 

 

 

８ 政務活動費 

 議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、会派及び議員に対して四半

期ごとに交付している。交付額は議員１人月額７万６千円で、うち各会派ごとに申し出た額を各会

派分として交付し、その残額を議員交付分として交付する。 

 （改定の経過） 

平成１９年５月１日以降交付分から  収支報告書に領収書等の証拠書類の添付を義務化 

平成２３年４月１日  １人月額１０万円から８万円に改定 

平成２５年４月１日  会派交付から、会派交付と議員交付の按分方式に変更 

 平成３０年４月１日  政務活動費の使途について会派及び議員の説明責任を条例に明記 

 令和 ３年４月１日  １人月額８万円から７万６千円に改定 

 

９ 視察旅費（年１人当たり） 

 常任委員会   １１３，０００円 

 議会運営委員会  ７２，０００円 

 特別委員会    ６２，０００円 

 その他委員会   ６２，０００円 

 

１０ 議会報 

・名  称  市議会報「かけはし」 

・創  刊  昭和４９年７月３１日 

・発  行  年４回（各定例会号４回） 

・発行部数  １回 約１０９，６００部 

・印  刷  オフセット輪転機印刷 

・配布方法  平成１６年５月１日から市広報とともに全戸宅配 
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１１ インターネット中継 

(1) 本会議 

 平成２４年９月定例会から実施 

 ライブ中継および録画配信 

(2) 委員会 

 実施していない 

 

１２ 議会報告会、意見交換会 

(1) 議会報告会 

 平成２３年６月定例会分から実施 

 定例会ごとに開催 

 (2) 意見交換会 

 平成２６年度から実施 

 毎年２回開催 

 ※ 令和２～４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催せず。 

 

１３ 会議録 

・発行部数  １２部 

（ホームページ充実にともない、平成１６年度から大幅に発行部数を減じた。） 

・配 布 先  市民資料閲覧コーナー等 

 

１４ 図書室 

・令和５年度図書購入費（予算） ３４万円 

・蔵書数     ５，５２０冊（令和５年４月１日現在） 

 

１５ 議会関係予算 

区   分 
令和５年度 令和４年度 対前年度

比(％) 当初予算額(千円) 構成比(%) 当初予算額(千円) 構成比(%) 

１ 議  会  費 531,942  99.4  443,446  99.6  120.0  

 報   酬 181,234  33.8  162,635  36.5  111.4  

 給   料 54,566  10.2  50,648  11.4  107.7  

 職員手当等 115,141  21.5  104,175  23.4  110.5  

 共 済 費 71,419  13.4  70,615  15.9  101.1  

 災害補償費 1  0.0  1  0.0  100.0  

 報 償 費 493  0.1  493  0.1  100.0  

 旅   費 7,401  1.4  5,637  1.3  131.3  

 交 際 費 500  0.1  500  0.1  100.0  

 需 用 費 6,526  1.2  5,921  1.3  110.2  

 役 務 費 3,431  0.6  3,431  0.8  100.0  

 委 託 料 13,246  2.5  13,562  3.0  97.7  

使用料及び賃借料 1,958  0.4  1,250  0.3  156.6  

 備品購入費 50,257  9.4  540  0.1  9,306.9  

負担金補助及び交付金 25,769  4.8  24,038  5.4  107.2  

２ 特別委員会費 2,949  0.6  1,715  0.3  172.0  

 報 償 費 66  0.0  66  0.0  100.0  

 旅   費 1,911  0.4  677  0.1  282.3  

 役 務 費 972  0.2  972  0.2  100.0  

合   計 534,891  100.0  445,161  100.0  120.2  

 ※備品購入費のうち48,916千円で議場放送設備の更新を予定している。 
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１６ 事務局 

 ・条例定数 １５人  現員数 １２人 

 

   
総務課    課長 １ 係長１ 係員１ 

 局長 次長 
  

   
議事調査課  課長 １ 係長２ 係員４  
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(2023.5.18) 

宝塚市議会事務局 

665-8665 兵庫県宝塚市東洋町１番１号 

TEL  ０７９７－７７－２１６８（議事調査課 直通） 

FAX  ０７９７－７４－６９０２ 

E-mail   m-takarazuka0178@city.takarazuka.lg.jp 


